実践報告

1． 対象学年
普通科１年生

2． 実習にあたって
○　生徒の実態
２学期までに講義・実習を通してインターネットによる情報検索やメールの送受信，ワードプロセッサや表計算ソフトウェアの利用，著作権や個人情報の保護など一通りの情報リテラシーとコンピュータスキルを身に付けてきた。しかし，事前に聞いたところ今回のテーマのひとつであるオンラインショッピングをしたことのある生徒はほとんどいなかった。
· 実習環境，使用ソフト等
デスクトップPC（Windows XP Pro・Office XP・LAN＋ケーブルTVのインター　　　ネット回線：30Mbps）40台。

3． 実践内容
情報技術による社会・生活の変化を教科書の例を使って説明し理解させた。例えば，今では一般的になったインターネットの普及を表したグラフを示し，それによってどのような生活の変化が起こったか考えさせた。次にその生活の変化の一例として伸長著しい電子商取引についてWebページを利用して特にオンラインショッピングについて学習させた。さらにそのまとめとしてネットショッピングを擬似体験させた。
4． 実践結果と考察
インターネットの普及のスピードを電話やテレビの普及と比較することで生徒はそのスピードが非常に速いことと生活に与える影響の大きさを再確認していた。電子商取引についてはWebページを利用しEC・モール・暗号化などの基礎知識を調べ書き取ることで一通り確認することができた。生徒は自分で調べて書くことにより自分のペースで理解することができたようであった。最後に学習内容を踏まえて行ったネットショッピングでは現実の体験者が少なかったこともあり，うまく注文を出せない者も多く見受けられた。また，最後に注文画面を印刷させ，提出させたが，非現実的な注文内容であったり，せっかく支払い方法や配達時間などを指定させることができるにもかかわらずデフォルトのままにしたりという生徒が多かったのは残念だった。

5． 今後の課題
前述したようにネットショッピングには生徒はそれなりに興味を持って取り組んでいたようだが，擬似体験ではなく，本当に何かを購入させてみることも必要なのかもしれない。ＥＣに否定的な意見・情報を含めて扱い，意見や情報に偏りがないようにして生徒に主体的に考えさせることが必要と感じられた。

